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対するSR(第3 章) と，閾値以上の入力信号における確率共振(第4 章) を，同じ尺 
度を用いて観測したために成し得たものである．本研究の結果から，入力信号の 
強度，換言すれば閾値によらずに適切なゆらぎで情報伝送が改善されることが示 
された． 
最後に，本論文の結論を第6章に記述した．本研究を通して，閾値をもつ非線形 
系における情報伝送に対するゆらぎが積極的に寄与するという確率共振現象に関 
する従来の知見に，ニューロンの集団に印加される入力信号が閾上および未満の 
混合であってもゆらぎがその情報伝送の改善に貢献するという知見が加わり，確 
率共振現象に対して新たな枠組を提案することができたものと考えられる．さら 
に，本研究では，記憶形成に関与することが知られる海馬のニューロンモデルを 
用いて遂行されたことから，記憶の形成に対するゆらぎの寄与に関して示唆を与 
えることができたものと考えられる． 
